
Home Page http：//www.kyoto.catholic.jp　　4345

　
ブ
ロ
ッ
ク
の
枠
を
越
え
て

　
大
塚
司
教
よ
り
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
の
地

区
制
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
再
編
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
「
地
区
協
議
会
」
に
つ
い
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
再
編
に
よ
っ
て
「
京
都
南
部
地
区
」

と
「
三
重
地
区
」
以
外
は
、「
地
区
」
＝
「
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
な
り
ま
す
。
事
実
上
、
地
区
の
協
議
会
も

解
消
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
地
区
協
議
会
」
と

し
て
の
活
動
（
例
、
地
区
の
宣
教
課
題
、
外
国
籍

信
徒
へ
の
対
応
、
青
少
年
司
牧
、
地
区
企
画
の
研

修
（
聖
書
講
座
、
典
礼
研
修
会
）、
地
区
合
同
堅

信
式
、
な
ど
）
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て
の
活

動
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

（
例
　�

カ
ト
リ
ッ
ク
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
。「
京
都

南
部
地
区
」
と
「
三
重
地
区
」
は
、「
○
○

地
区
主
催
」
と
し
て
く
だ
さ
い
）

 （�

京
都
教
区
の
地
区
制
と
共
同
宣
教
司
牧
ブ
ロ
ッ

ク
の
再
編
成
に
つ
い
て
そ
の
３
よ
り
引
用
）

　
４
月
29
日
、
三
重
ウ
ォ
ー
カ
ソ
ン
が
、
鈴
鹿
教

会
担
当
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
に
一
度
だ

け
の
三
重
地
区
主
催
の
行
事
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の

枠
を
越
え
て
の
貴
重
な
交
流
で
す
。
こ
の
よ
う
な

交
流
も
大
切
で
す
ね
。

�

瀧
野
正
三
郎
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回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』

�

の
問
い
か
け
る
こ
と

�

読
書
会
推
進
企
画

  

�

講
師 

瀬
本
正
之 
師

�

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

　
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
は
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
か
ら
「
こ
の
星
に
住
む
す
べ
て
の
人
に

向
け
て
」
書
か
れ
た
手
紙
で
す
。
私
た
ち
は
こ

の
星
に
「
と
も
に
暮
ら
す
」
者
と
し
て
こ
の
手

紙
に
誠
実
に
向
き
合
い
、
分
か
ち
合
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
小
教
区
や
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
で
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
の
読
書

会
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
す
る
た
め
、

読
書
会
推
進
企
画
と
し
て
、
講
演
会
と
お
試
し

読
書
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
回
は
４
月
25
日

に
行
わ
れ
た
、
訳
者
の
一
人
で
あ
る
瀬
本
正
之

師
の
講
演
会
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
最
初
の
挨
拶
で
大
塚
司
教
は
『
ラ
ウ
ダ
ー

ト
・
シ
』
の
テ
ー
マ
を
単
に
“
環
境
問
題
”
と

矮
小
化
せ
ず
、
私
た
ち
と
社
会
と
自
然
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
読
む
と
、
福
音
宣
教
や
教
会
で

の
活
動
な
ど
に
も
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
本
講
演
会
を
教
会

で
読
書
会
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い

と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
瀬
本
師
の
講
演
は
、
読
書
会
推
進
企
画
の
基

調
講
話
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
読
書
会
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
お
話
で
し
た
。
中

心
的
な
内
容
と
し
て
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
の

章
の
構
成
や
各
章
の
内
容
を
、
そ
の
中
に
込
め

ら
れ
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
思
い
も
踏
ま
え

な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
、
ま
た
各
章
の
特
徴
と

読
書
会
で
読
む
際
の
工
夫
の
可
能
性
も
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
塚
司
教
が
最
初
の
挨
拶

で
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
各
章
で
扱
わ
れ
る
内

容
は
、
も
ち
ろ
ん
環
境
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、

聖
書
や
霊
性
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
を
通
し
て
繰

り
返
し
出
て
く
る
10
の
テ
ー
マ
や
、
本
回
勅
の

前
に
発
表
さ
れ
た
使
徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜

び
』
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
、
テ
ー

マ
を
意
識
し
て
読
み
通
す
こ
と
も
で
き
る
、
ど

の
章
か
ら
読
み
始
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
な

ど
、
本
回
勅
に

は
幾
通
り
も
の

読
み
方
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
『
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』

と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
つ
い
て
、

古
い
イ
タ
リ
ア

語
で
「
た
た
え

ら
れ
よ
、
あ
な
た
は
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
太
陽
の
賛

歌
」
の
祈
り
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
お
話

し
に
な
り
ま
し
た
。
太
陽
や
月
や
星
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
活
動
の
中
に
神
の
い
つ
く
し
み

を
感
じ
取
り
、
神
を
賛
美
す
る
。
つ
ま
り
私
た

ち
が
神
を
賛
美
す
る
の
を
被
造
界
が
助
け
て
く

れ
る
、
被
造
界
の
働
き
が
私
た
ち
に
神
を
賛
美

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
世

界
を
私
た
ち
人
間
が
損
な
っ
て
良
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
本
回
勅
で

伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。『
ラ
ウ
ダ
ー

ト
・
シ
』
―
「
た
た
え
ら
れ
よ
、
あ
な
た
は
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
本
回
勅
を
読
ん
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で
欲
し
い
と
、
訳
者
と
し
て
の
思
い
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
次
号
で
は
読
書
会
推
進
企
画
「
お
試
し
読
書

会
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
福
音
宣

教
企
画
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
瀬
本
師
の
講

演
を
踏
ま
え
た
、
読
書
会
の
た
め
の
参
考
資
料

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
求
道
者
に
同
伴
す
る
信
徒
」

�

養
成
講
座

　
パ
ー
ト
Ⅱ 

終
了

　
２
０
１
１
年
か
ら
昨
年
ま
で
「
求
道
者
に
同

伴
す
る
信
徒
」
養
成
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
第
１
回
か
ら
の
修
了
者
が
合
わ
せ
て
約

１
０
０
名
と
な
っ
た
第
５
回
を
最
後
に
、
こ
の

講
座
（
パ
ー
ト
Ⅰ
）
は
お
休
み
す
る
こ
と
に
し
、

「
修
了
者
の
た
め
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
新
た
に
「
求
道
者
に
同
伴
す
る
信
徒
」
養
成

講
座
パ
ー
ト
Ⅱ
を
準
備
し
ま
し
た
。「
パ
ー
ト

Ⅱ
」
は
パ
ー
ト
Ⅰ
の
修
了
者
の
み
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
受
講
者
は
39
名
で
し
た
。

昨
年
９
月
か
ら
９
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
３

月
の
ま
と
め
と
派
遣
の
ミ
サ
を
も
っ
て
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。

　 

「
求
道
者
に
同
伴
す
る
信
徒
」
養
成
講
座

パ
ー
ト
Ⅰ
は
マ
ル
コ
福
音
書
を
学
び
の
中
心
に

据
え
、
コ
レ
ー
ン
師
（
淳
心
会
）
に
よ
る
講
話

や
分
か
ち
合
い
、
発
表
と
い
う
内
容
で
し
た

が
、
パ
ー
ト
Ⅱ
で
は
受
講
者
自
ら
が
深
く
聖
書

と
向
き
合
い
、
そ
れ
を
自
分
の
信
仰
生
活
と
重

ね
、
自
分
の
言
葉
で
信
仰
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
相
手
の
話
を
よ
く
聴
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
聖
書
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
分
か
ち
合
い
を
中
心
と
し
ま
し
た
。
い
ま

ま
で
何
度
も
読
ん
で
い
た
聖
書
箇
所
で
も
、
あ

る
テ
ー
マ
（
視
点
）
を
意
識
し
て
じ
っ
く
り
読

ん
で
み
る
と
、
い
ま
ま
で
は
見
え
て
い
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

自
分
の
信
仰
生
活
で
の
体
験
と
照
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
聖
書
と
生
活
の
分
か
ち
合
い
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
秋
か
ら
、
昨
年
の
本
講
座
を
受
講
し

て
い
な
い
方
を
対
象
に
パ
ー
ト
Ⅱ
（
パ
ー
ト
Ⅰ

修
了
者
の
み
受
講
可
能
）
を
実
施
す
る
予
定
で

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
小
教
区
に
よ
っ

て
状
況
や
事
情
は
異
な
る
の
で
、
各
自
の
小
教

区
に
合
っ
た
形
で
、
修
了
者
の
み
な
さ
ん
が
活

動
で
き
る
よ
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
修
了
者
の

集
い
を
開
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座

と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
集
い
や

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
も
、
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�

福
音
宣
教
企
画
室
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カトリック京都司教区 ミサ時間
2017年₆月

京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

小教区名 主日のミサ 週日のミサ

丹　　後
₉：00（網野）
11：00（宮津：但し、₇月～₉月は加悦）
第₃（英語）15：00（宮津）

10：00㊋宮津
　　 ㊌岩滝／峰山
　　 ㊍加悦／網野
　　 ㊎丹後大宮

福 知 山 ₉：00／11：00／第₄（英語）11：00

㊋10：00
㊌10：00（第₂、₄、₅）
（第₁は19：30報恩寺）
㊍₇：00
㊎10：00
㊏14：00

西 舞 鶴 第₁、₃、₅、₉：00／第₂、₄、11：00／第₁（英語）15：00

㊊㊍㊏₆：30
（レデンプトール会）
㊋15：30（真愛の家）
㊌₇：00（聖母訪問会）
㊎15：30（西舞鶴）

東 舞 鶴 第₁、₃、₅、11：00／第₂、₄、₉：00

（
京
都
）
洛
北
ブ
ロ
ッ
ク

小　　山 ₉：00 第₃㊎11：00

衣　　笠 11：00

㊎19：00（但し第₂㊎10：00）
㊏10：00
衣笠カルメル修道会
㊊㊋㊌㊍₇：30

宇　　津 第₂㊍19：30（冬季₁月～₃月15：00）

山　　国 第₄㊍19：30（冬季₁月～₃月15：00）

西　　陣 ₉：00 第₃㊍15：00
望洋庵㊌㊏₇：30

高　　野 11：00 ㊋㊎10：00／第₂㊌11：00

北 白 川 ₉：30 ㊊～㊏₇：00（但し休日は₉：00）

（
京
都
）
洛
東
ブ
ロ
ッ
ク

河 原 町 ₇：00／10：30／第₂、₄（英語）12：00／㊏18：30 ㊊～㊏₆：30／㊋㊌㊎18：30

山　　科 ₉：00 ㊋₇：00 
㊎㊏₉：30

伏　　見 ₉：00 ㊋10：00／㊍13：30

桃　　山 10：30／第₃（スペイン語）14：00 ㊌㊎₇：00

（
京
都
）京
丹
ブ
ロ
ッ
ク

丹　　波
亀岡聖堂　第₂は前晩19：00／第₃、11：00

第₅ 10：00 ブロックミサ
（要 問合せ）

㊎10：30

園部聖堂　第₁、₄、11：00

桂 ₉：00（第₂は前晩19：00） 第₁、₃㊌13：30／㊎13：30

九　　条 ₉：00 第₁㊌10：00／第₃㊌₉：00

長　　岡 11：00（第₁は前晩19：00） ㊎10：30

西　　院 11：00（第₄は前晩19：00） ㊋19：00／㊍11：00

コリアンセンター 10：00 第₃㊌11：20
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2017年₆月

（
京
都
）山
城
ブ
ロ
ッ
ク

小教区名 主日のミサ 週日のミサ

八　　幡 第₁、　　　　　　14：00
第₂、₃、₄、₅、 ₉：00 第₂㊍10：30

宇　　治 第₁、　　　　　  ₉：00　　第₂は前晩18：30
第₃、₄、₅、　　 11：00

㊌13：30／㊎13：30／㊏₇：25
但し、₇月20日～₈月31ま
で㊌㊎13：30が₇：25に変更

青　　谷 第₁、₂、　　　   11：00　　第₃は前晩18：30
第₄、₅、　　　  ₉：00

㊋10：30
但し、₈月はミサなし

田　　辺 第₁、₂、　　　  ₉：00 
第₃、₄、　　　   11：00　　第₅（英語）15：00 ㊋18：30／㊎10：30

精　　華 第₁、前㊏　　　　15：00　　第₂、11：00　　第₃、₉：00
第₄、　　　　　　14：00　　第₅、11：00 ㊍10：00

宇治カルメル ₉：30 ㊊～㊏₆：30

奈
良
ブ
ロ
ッ
ク

富　　雄 11：00 ㊌㊎10：00（第₁㊎なし）

登美が丘 ₉：00 ㊋₉：30／㊌㊎㊏₉：00

奈　　良 ₇：00／11：00／最終㊐（英語）15：00／㊏18：30 第₁㊎10：00

大和郡山 ₉：00 ㊌10：30(英語) ／㊍₉：30 
第₁㊎10：30

西 大 和 10：30 第₁㊌10：00／㊎10：00（第₁なし）

大和高田 ₈：30 ㊍㊏10：30

大和八木 第₁、₃、₄、₅、11：00／第₂（スペイン語・日本語）11：00／第₃（英語）14：00 ㊋10：00

御　　所 ₉：00 聖ヨゼフホーム
㊌10：00（第₁なし）／第₁㊎10：00

滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク

安 曇 川 第₂、₄、₅、14：00

唐　　崎 10：30 ㊋10：30

大　　津 ₉：00 ㊌17：00／㊎10：00

草　　津 ₈：00／10：00／第₂（ポルトガル語）10：00「水口」／第₂（スペイン語）14：00
／第₃（ポルトガル語）15:00／第₄（英語）14：00／㊏19：00 ㊋～㊍₇：00／㊎11：00

甲　　賀 第₂、₄、㊏16：00

彦　　根 ₉：00／第₁（英語）第₃（スペイン語）第₄（ポルトガル語）11：00 ㊊㊋㊏₇：00／㊎₉：30

長　　浜 第₂、₄、₅、14：00／第₁（ポルトガル語）11：00（英語）14：00／第₃（スペイン語）14：00 ㊌19：30／㊍10：30

三
重
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

桑　　名 ₉：30 ㊏₉：30／㊎19：00

四 日 市 ₇：00／10：00／第₁（タガログ語）13：00／第₁、₂（ポルトガル語）16：00
第₃（英語）13：00／第₄（スペイン語）12：00／㊏19：00 ㊊～㊏₇：00

鈴　　鹿 10：00／第₁（英語）14：00／第₁（スペイン語）18：00／第₄（ポルトガル語）18：00／㊏19：00 ㊊㊋㊌㊍㊏₇：00㊎10：00

三
重
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

上　　野 ₉：00／第₃（ポルトガル語）11：30
毎㊏19：30［但し、第₁（スペイン語）、第₂（ポルトガル語）、第₃（子供ミサ）、第₄（英語）］

名　　張 11：00 ㊊㊋㊌㊎₆：30／㊍10：00
津 ₉：00／第₂（英語）14：00／㊏18：30 ㊋㊌㊍₇：15／㊎10：00

久　　居 10：45／第₂（ポルトガル語）15：00 第₁㊎19：00
松　　阪 11：00／第₁、₃（英語）14：00 ㊊₆：30／㊋18：30／㊌10：00

伊　　勢 ₉：00／第₁、₃は前晩18：30 ㊎10：30／第₂、₄㊏10：30
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こんにちは神父さん

　はじめまして、私はグアダルぺ宣教会のアントニオ•
カマチョと申します。メキシコ人です。1991年に日本に
来ました。日本語を₂年間勉強した後に東京カトリック
神学院で神学を勉強しました。1997年に助祭叙階を受
け、メキシコに帰り、1999年にメキシコで司祭叙階を受
けてからメキシコでしばらく色々な仕事をしました。グ
アダルペ宣教会本部で宣教師アニメーションの部長、コ
ミュニケーションとウェブマスターのアシスタント（₃
年）、宣教師の召命センターの責任者（₂年）、宣教師振
興局長ソーシャルメディアの部長（₆年）。2009年には、
日本に派遣される話があったのですが、その後もメキシ
コ司教団の元でコミュニケーションの事務局長をしまし
た。日本に帰りたかったのですが、なかなか叶いません
でした。
　₇年間、司教団の元で働きました。メキシコは93教区
がありますので、各教区のコミュニケーションオフィス
を訪ねてまわりました。研修会、勉強会、メディア会議
などを行いました。その間に、一番心に残ったのは、教
皇ベネディクト十六世によるメキシコ訪問で、メディア
コーディネーターをした事でした。
　2016年₇月にやっと派遣されて日本に帰りました。半
年間、日本語学校へ行きました。今年の復活祭後、京都
教区の京丹ブロックに大塚司教様から任命されて、とて
も嬉しかったです。これから信者の皆様と共に歩んで行
きたいと思っています。
　“皆様の苦しみ、私の苦しみ”“皆様の喜び、私の喜び”。
　明るい宣教師として、皆様のために祈ります。これか
らも、どうぞ宜しくお願いいたします。

アントニオ・カマチョ 神父

所属　グアダルぺ宣教会
生年　1964年
叙階　1999年

　はじめまして。私は今年₂月、済州教区から京都教区
に派遣されたホン・ユンハク（洪潤學）ペトロです。京
都に派遣されてきたばかりの時は、恐ろしさが一番大き
かったです。しかし、京都で先に司牧をしている済州教
区の先輩の神父様たちの姿を見て、その恐ろしさは感謝
する気持ちに変わりました。今は司牧ではなく、日本語
の勉強に熱中していますが、一日も早く私も先輩の神父
様たちのように、日本でイエス様の姿を一緒に見つけ、
分かち合いたいと思います。
　2013年、司祭叙階を受け、｢わたしのうちに留まって
いなさい。そうすれば、わたしもあなたがたのうちに留
まっている。｣（ヨハネ15・₄）という、み言葉を自分の
聖句として決めました。しかし、私は小さい所、自分が
安住できる所だけ、イエス様のうちに留まろうとしまし
た。このような私の弱いところが、今ここ京都での生活
を通して一つずつ変わっています。すべての人とともに
留まっておられるイエス様の姿のように、ここ京都教区
でそれを実現できるように努力します。
　皆さん、いつもイエス様のうちに留まる生き方をとも
に歩んでいきましょう。恵みと平和の源である主イエス
キリストが皆さんとともにいてくださることを願いなが
ら、お祈りのうちにいつもともにします。

ホン・ユンハク 神父

所属　済州教区
生年　1981年
叙階　2013年
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₇月のお知らせ

教　　　区

聖書委員会／Tel.075（211）3484 ㊌㊍
 聖書講座「聖書で祈る」
　日　時：₅日㊌ 19：00　₆日㊍ 10：30
　テーマ：神のみに仕えよ
　講　師：柳田 敏洋師（イエズス会）
　日　時：19日㊌ 19：00　20日㊍ 10：30
　テーマ：祈りと人生
　講　師：中川 博道師（カルメル会）
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール
 よく分かる聖書の学び
　日　時：12日㊌ 10：30
　講　師：北村 善朗師／参加費：300円
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール
青少年委員会
 京都カトリック青年センター
 聖書の集い
　日　時：22日㊏ 18：00
　　　　　（どなたでも参加ください）

ブロック

奈良ブロック
 聖書講座−真福八端−
 　　マタイによる福音₅章₃節～10節
 　教皇フランシスコ、福者高山右近、
� 聖なる人々と共に
　日時会場：₇日㊎ 19：00 大和郡山教会
　　　　　　₈日㊏ 10：00 奈良教会
　福 音 書：マタイ₅・₉
　講　　師：奥村 豊師
　日時場所：21日㊎ 19：00 大和八木教会
　　　　　　22日㊏ 10：00 奈良教会
　福 音 書：マタイ₅・10
　講　　師：大塚 喜直司教

修　道　会
男子カルメル修道会（宇治修道院）
� Tel.0774（32）7016 Fax.（32）7457
 聖書深読黙想会（中川 博道師）
　日　時：₁日㊏ 10：00〜16：00
　参加費：2,500円
 水曜黙想（九里 彰師）
　日　時：₅日㊌ 10：00〜16：00
　参加費：3,000円

 社会人のための霊的同伴（九里 彰師）
　日　時：₇日㊎ 20：00〜₈日㊏ 15：00
　参加費：6,500円
 一般のための黙想（中川 博道師）
　日　時：22日㊏ 17：00〜23日㊐ 16：00
　テーマ：ロザリオの道・キリスト者の歩み
　参加費：7,500円

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　練　習：₉日㊐ 14：00／22日㊏ 18：00
� ミサ奉仕後
　　　　 30日㊐ 14：00 カトリック会館₆階
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：13日㊍ 10：00
� カトリック会館₆階
　　　　　27日㊍ 10：00
� 河原町教会聖堂₂階楽廊
聴覚障がい者の会（どなたでも参加可）
 手話表現学習会（聖書と典礼）
　日　時：13日㊍ 13：00
　会　場：カトリック会館₆階
心のともしび　番組案内
 テレビ（衛星スカパー.ケーブル）スカイＡ
　毎週土曜日 朝₇：45
　シリーズ「私のキリスト道巡礼記」
　出演は橋本 勲師（長崎教区）
 ラジオ（KBS京都） ㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　₇月のテーマ「子育ての実り」

₈月　平和旬間行事

　テーマ：マザー・テレサに学ぶ平和
　日　時：₈月11日㊎ 10：00〜12：00
　場　所：セントヨゼフ女子学園視聴覚室
　講　師：片柳 弘史師（イエズス会）
　主　催：カトリック久居教会
　共　催：カトリック三重南部ブロック

※ ₉月号の原稿締切り日は₇月19日㊌です。

ペトロ国本 静三師
司祭叙階五十周年 金祝感謝ミサ
2017年₇月₉日㊐ 午前10時30分

カトリック河原町教会
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₂日㊐ 10：00 奈良ブロック大会
� （奈良教会）

₅日㊌ 14：00 中央協 長期修繕審議会
　　　 15：30 　〃　 人事制度検討会

₆日㊍ 10：00 　〃　 常任司教委員会
　　　 15：00 　〃　 社会司教委員会

₉日㊐ 10：30 ペトロ国本静三神父 司祭叙階50周年
� 金祝感謝ミサ（河原町）

11日㊋-12日㊌ 大阪教会管区司教会議

14日㊎　　　 中央協 列聖推進委員会

21日㊎ 19：00 奈良聖書講座

22日㊏ 10：00 奈良聖書講座

23日㊐ 15：00 福知山教会 英語ミサ

24日㊊ 14：00 司教顧問会

26日㊌ 10：30 ₇月司祭・司牧者 集会
� （河原町）

31日㊊-₁日㊋ 第11回 京都教区カトリック学校
� 教職員修養会（河原町）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

7 月のスケジュール

7月のスケジュール

青年センターあんてな
〔青年センターHP〕　携帯からでもご覧いただけます。　http://www.kyoto.catholic.jp/seinen/

2017 年　中学生広島平和巡礼
河原町教会　守口　航平

　京都教区では今年も広島平和巡礼に行
きます。何十年も続くこの巡礼に関われ
ることを嬉しく思います。今年は去年と
は違い、済州教区の中学生も来ます。済
州の中学生と京都教区の中学生が一緒に
なって広島で平和について考えていきた
いと思います。
　この広島巡礼は、中学生が平和につい
て考える良い機会になっていると思いま
す。それは、リーダーをしている人にも
同じだと思います。リーダーたちは、₄
月からこの広島平和巡礼の準備をしてい
ます。事務的な準備もありますが、自分
たちも平和について深く考えながら良い

機会になっていますし、改めて平和の大
切さに気付かされています。自分たちが
気づいたその平和についての気持ちを、
中学生にも伝えていきたいと思います。
　広島平和巡礼が、中学生・リーダー・
神父様達すべての巡礼に関わる全ての人
達に実りのある有意義なものになるよう
皆様お祈りをお願いします。
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